


自分たちから始めよう
市民活動、前橋を豊かに

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
で
笑
顔
彩
る

　
趣
味
で
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
を
作
る
、
ば

る
ー
ん
あ
ー
と
く
ら
ぶ
の
神
宮
さ
ん
。
作

品
を
、
学
校
や
地
域
の
祭
り
、
高
齢
者
サ

ロ
ン
な
ど
で
披
露
し
た
り
、
参
加
者
と
一

緒
に
バ
ル
ー
ン
を
作
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。 

　
「
主
婦
な
の
で
、
新
た
な
人
付
き
合
い

が
生
ま
れ
る
こ
と
は
多
く
な
い
ん
で
す
。

で
も
、
Ｍ
サ
ポ
に
登
録
し
て
か
ら
依
頼
が

増
え
て
い
ろ
い
ろ
な
場
所
に
行
く
よ
う
に

な
り
、
顔
を
知
っ
て
も
ら
え
て
、
人
脈
が

広
が
り
ま
し
た
」

　
活
動
の
き
っ
か
け
は
、
自
分
の
子
が
バ

ル
ー
ン
ア
ー
ト
を
好
き
だ
っ
た
か
ら
。
子

ど
も
の
喜
ぶ
顔
見
た
さ
で
始
め
た
と
言
い

ま
す
が
、
今
で
は
市
内
に
笑
顔
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
‐
２
１
０‐
２
１
９
６
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NPOの運営を社労士が解説助成金申請のポイントを学ぶ
　Mサポセミナー「NPO法人の運営」を開催。法人設
立後の事業報告書、活動計算書などの提出書類、提出先
機関、監査のチェック事項、雇用など日々の運営につい
て、社会保険労務士が話します。
日時＝３月８日㈭午後6時～8時
会場＝前橋プラザ元気21
対象＝NPO法人やNPO法人に関心のある人、先着20人
３月４日㈰までに市民活動支援センター

☎027-210-2196へ

　Mサポセミナー「助成金セミナー」を開催。市民
活動団体の資金調達について、助成側の企業・法人を
講師に招き、助成金の説明やポイント、申請書の書き
方を学びます。
日時＝３月７日㈬午後６時～７時30分
会場＝前橋プラザ元気21
対象＝NPO法人、ボランティア団体など、先着20人
２月26日㈪までに市民活動支援センター

☎027-210-2196へ

　
Ｍ
サ
ポ
で
は
、
登
録
団
体
に
向
け
て
、 

会
議
室
や
印
刷
コ
ー
ナ
ー
、
情
報
提
供

コ
ー
ナ
ー
な
ど
の
設
備
を
貸
し
出
し
し

て
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
活
躍
の
機
会
を
作
る
「
つ
な

が
る
３
分
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
毎
年
開

催
。
他
の
団
体
や
企
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
の
協
働
を
目
指
し
、
マ
ッ
チ
ン
グ

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

自
治
会
や
高
齢
者
サ
ロ
ン
で
イ
ベ
ン

ト
を
行
う
「
元
気
お
届
け
た
い
」
に
は

30
団
体
が
登
録
。
市
民
活
動
の
活
躍
の

場
は
、
市
内
全
域
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。 

　

市
民
活
動
は
、
ご
み
拾
い
な
ど
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

社
会
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
取
り

組
む
団
体
も
あ
れ
ば
、
団
体
の
特
性
や

会
員
の
特
技
を
地
域
に
広
げ
る
活
動
を

す
る
団
体
も
あ
り
ま
す
。

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
よ
う
に
平
等

で
あ
る
こ
と
な
ど
の
決
ま
り
は
あ
り
ま

せ
ん
。
役
に
立
ち
た
い
思
い
を
実
現
す

る
た
め
、
自
由
に
活
動
で
き
ま
す
。
だ 

か
ら
こ
そ
多
く
の
団
体
が
立
ち
上
が
り
、 

今
、
本
市
の
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
る

の
で
す
。

　

Ｍ
サ
ポ
は
、
前
橋
市
民
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
の
愛
称
。
平
成
19
年
に
前
橋
プ

ラ
ザ
元
気
21
内
へ
移
転
し
て
か
ら
、
今

年
で
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
記
念
し
て
、
１
月
29
日
に
「
地 

域
が
輝
く
市
民
活
動
」
を
大
阪
ボ
ラ
ン 

テ
ィ
ア
の
会
の
早
瀬
昇
さ
ん
を
講
師
に

開
催
。
全
国
の
実
例
を
交
え
て
市
民
活

動
を
楽
し
く
続
け
る
コ
ツ
を
、
笑
い
を

交
え
て
話
し
ま
し
た
。

記
念
講
演
を
開
催
し
ま
し
た

Ｍ
サ
ポ
は
手
助
け
す
る
組
織

市
民
活
動
を
知
っ
て
い
ま
す
か

前橋市市民活動支援センター
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　市民と行政が互いに協力して課題解決に取り組む「まえばし
市民提案型パートナーシップ
事業 」。最終審査の公開プレゼ
ンテーションを開催します。
日時＝３月10日㈯午前10時
会場＝市役所３階31会議室
申し込み＝当日会場へ直接

生活課 ☎027-898-6510

課題解決の提案を披露します
力
を
合
わ
せ
る
「
協
働
」

　

本
市
に
は
、
市
民
活
動
に
取
り
組
む

団
体
が
３
２
０
以
上
。
団
体
の
数
だ
け

活
動
内
容
に
種
類
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
活
動
を
始
め
た
い
人
は
も
ち
ろ
ん
、

団
体
が
開
催
す
る
会
な
ど
に
参
加
し
た

い
人
も
、
Ｍ
サ
ポ
に
相
談
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
行
政
の
サ
ー
ビ
ス
や
民
間
企

業
、
市
民
活
動
の
協
働
が
、
よ
り
よ
い

ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　Ｍサポを運営している、市民活動を支援する会の萩原理事長。
Ｍサポが今の形になる前から、支援活動に関わり続けています。
　「創設した当時と比べて、登録団体はとても増えました。団体ご
とに活動内容が異なるので、市民活動に幅が生まれましたね」
　市民活動に取り組み始める人たちは「誰かを助けたい」という
思いが強く、仕事をしながら市民活動をする人も多いといいます。
　「Ｍサポはその思いを後押しする組織。団体に寄り添ったサ
ポートを目指して、これからの10年も尽力して参ります」
 市民活動を支援する会
 理事長　萩原 香さん

Ｍサポは橋を渡す役どころ
インタビュー

　登録団体が結集し、実行委員会を組織。市民活動の力を発信するために開
催する、Ｍサポふれあいまつりの準備を行っています。実行委員長を務める
のは飯島さん。「群馬ゾンタクラブ」と「和のこころ」に所属しています。
　「今年の特徴は会場に置いた木です。来場者に、花の形の紙にメッセージ
を書いてもらい、枝にくくり付けます。その木が満開の花を咲かせること
で、みんなを楽しませてくれると思います」
　いろいろな団体が一挙に集まる催しは貴重だと話します。
　「ステージ発表や実演・体験コーナーなど、大人から子どもまで楽しめる
内容です。開催日時は２月24日㈯午前10時から午後３時まで。会場は前橋
プラザ元気21です。市民活動を学ぶきっかけに、是非参加してください」
Ｍサポふれあいまつり実行委員長
飯島 百合さん

ふれあいまつりで発信します
インタビュー
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本
市
と
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ

パ
ン
は
、
県
内
市
町
村
初
と
な
る
市
政

全
般
に
わ
た
る
地
域
活
性
化
包
括
連
携

協
定
を
１
月
29
日
に
締
結
し
ま
し
た
。

　

現
在
市
内
に
83
店
舗
が
あ
る
同
社
と

は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
や
広
報
ま
え
ば
し
、
ス
タ

ン
ド
の
無
い
自
転
車
が
駐
輪
で
き
る
サ

イ
ク
ル
ラ
ッ
ク
（
サ
イ
ク
ル
オ
ア
シ
ス
）

の
店
舗
へ
の
設
置
な
ど
、
こ
れ
ま
で
も

協
力
関
係
を
築
い
て
き
ま
し
た
。
こ
の

包
括
連
携
協
定
を
契
機
に
、
地
産
地
消

の
推
進
、
地
域
の
活
性
化
、
地
域
雇
用

の
支
援
、
商
業
・
観
光
振
興
、
災
害
支

援
施
策
へ
の
協
力
な
ど
、
さ
ら
に
分
野

を
広
げ
、
地
域
密
着
の
取
り
組
み
を
展

開
。
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
地
域

課
題
の
解
決
、
本
市
の
一
層
の
活
性
化

と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

主
な
連
携
内
容
は
、
次
の
９
分
野
で

す
。
❶
地
産
地
消
の
推
進
、
市
産
品
の

販
売
促
進
（
市
内
農
産
物
を
活
用
し
た

商
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
開
発
、
販
売
な

ど
）
❷
健
康
増
進
、
食
の
安
全
・
安
心

（
食
育
の
普
及
、
啓
発
へ
の
取
り
組
み

な
ど
）
❸
高
齢
者
・
障
害
者
支
援
（
地

域
の
見
守
り
支
援
な
ど
）
❹
子
育
て
支

援
、
青
少
年
の
健
全
育
成
（
児
童
生
徒

の
登
下
校
中
の
見
守
り
な
ど
）
❺
地
域

活
性
化
、
地
域
雇
用
支
援
（
高
齢
者
の

雇
用
支
援
な
ど
）
❻
災
害
時
支
援
（
災

害
時
に
お
け
る
食
料
品
や
日
用
品
の
調

達
、協
力
な
ど
）
❼
環
境
問
題
対
策
（
リ

サ
イ
ク
ル
の
推
進
・
啓
発
へ
の
協
力
な

ど
）
❽
商
業
・
観
光
振
興
（
店
舗
周
辺

の
観
光
情
報
の
発
信
・
協
力
な
ど
）
❾

そ
の
他
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
関

す
る
も
の
（
各
種
イ
ベ
ン
ト
情
報
の
発

信
・
協
力
な
ど
）。

セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
と
包
括
連
携
協
定

地
域
活
性
化
に
共
に
取
り
組
み
ま
す

政
策
推
進
課 

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
０
０
３

シニアの仕事をマッチング

　「シニアのためのお仕事説明会 」を開催。包括
連携協定に基づき、コンビニエンスストアの仕
事内容の紹介や個別の就労相談会を行います。
日時＝２月26日㈪午後１時～４時
会場＝前橋プラザ元気21
対象＝市内と近郊在住の55歳以上の人、先着
100人
申し込み＝産業政策課 ☎027-898-6985へ

　２月に草津白根山が噴火し、死傷者が発生しまし
た。本市では降灰はありませんでしたが、降灰の予報
があった場合は注意してください。火山灰はとても
小さく、空気と一緒に肺の奥まで入ってきます。防

ぼう

塵
じん

マスクなどでの対策が必要です。目に入った場合
は、手でこすらずに、水で洗い流しましょう。皮膚に

触れると炎症を起こすこともあります。
　本市周辺の活火山である赤城山と榛名山は国が選
定する常時観測火山ではなく、火山災害警戒地域の
指定はありませんが、異状が見られた場合は、防災
ラジオやまちの安全ひろメールなどでお知らせしま
す。火山活動の概要や草津白根山の噴火と降灰に関
する情報については、気象庁ホームページ（http://
www.jma.go.jp）をご覧ください。

危機管理室 ☎027-898-5935

草津白根山の噴火と降灰
引き続き情報を確認ください
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駅駐輪場申し込み一覧
JR 各駅駐輪場 車種 申し込み

前橋駅西側
☎ 027-243-3258 自転車

３月１日㈭～ 31 日㈯、
午前７時～午後９時

前橋駅東側
☎ 027-243-3257

自転車
原付自転車
自動二輪車

駒形駅南口
☎ 027-267-0229

群馬総社駅前
☎ 027-254-1077

新前橋駅東口
☎ 027-253-4556

３月 11 日㈰～４月 10 日㈫、
午前６時～午前 10 時・同午
後３時～午後７時

　

第
一
コ
ミ
セ
ン
は
桃
井
小
に
併
設
。

15
畳
の
和
室
２
部
屋
と
１
０
０
人
が
収

容
で
き
る
ホ
ー
ル
１
部
屋
の
計
３
部
屋

が
利
用
で
き
ま
す
。
利
用
す
る
に
は
、

前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21
内
中
央
公
民
館
窓

口
で
の
利
用
団
体
登
録
と
予
約
が
必
要

で
す
。
利
用
団
体
登
録
は
２
月
19
日
㈪

か
ら
、
利
用
予
約
は
３
月
１
日
㈭
午
前

10
時
に
同
館
５
０
６
学
習
室
で
行
う
部

屋
利
用
調
整
会
議
で
。
会
議
後
は
、
同

館
窓
口
で
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

使
用
料
＝
〈
和
室
〉
午
前
２
７
０
円
、

午
後
・
夜
間
各
３
７
０
円
〈
ホ
ー
ル
〉

午
前
１
，
２
９
０
円
、
午
後
・
夜
間
各

１
，
７
２
０
円

生
涯
学
習
課 

☎
０
２
７
‐
２
１
０
‐
２
１
９
７

生
涯
学
習
の
拠
点
施
設
に

第
一コ
ミ
セ
ン
が
誕
生
し
ま
す

　市内JR各駅にある市営有料自転車等駐車場の、来年
度の定期利用の申し込みを右表のとおり受け付けます。
詳しくは各駐輪場へ問い合わせるか本市ホームページ
をご覧ください。
　なお、新前橋駅東口駐輪場の管理員の滞在時間は午
前６時～10時、午後３時～７時です。
用意する物＝学生は学生証か合格通知書

各自転車等駐車場管理室へ

来年度の定期利用者を募集します

　

第
一
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
大
手
町
二
丁
目
）が

４
月
１
日
㈰
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

2階ホール（定員100人 ）

1階には和室（15畳 ）が2部屋

壁面展示ができる1階ロビー

　4月以降は第一コミュ
ニティセンターの窓口
で団体登録と予約の受
け付けを行います。
生涯学習課
竹之内 遥
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前橋文学館 ☎027-235-8011

●特別企画展・第25回萩原朔太郎賞受賞者展
覧会「岡本啓　絶景ノートの余白に」
　30代で受賞し朔太郎賞に若さと輝きを加えた、
岡本啓さんの世界を紹介します。
期日＝２月24日㈯～４月８日㈰（水曜を除く。
３月21日㈬は開館し、22日㈭は休館）
費用＝300円（高校生以下は無料。２月24日・
３月17日㈯は無料）
●特別企画展記念イベント　対談「詩の封筒、
あたらしい宛名」
　第22回萩原朔太郎賞受賞者の三角みづ紀さん
と、岡本啓さんによる対談を開催。日時は３月
17日㈯午後２時、対象は一般、先着100人です。
申し込みは２月24日㈯から同館へ。

若手詩人の世界を紹介
朔太郎賞受賞者展覧会

　本市では、市内や赤城山周辺を走行するサイクリスト
に向けて、民間事業者と協力し、まえばしサイクルオア
シスを整備しています。今回、新たな認定施設を募集。
認定施設と、まえばしサイクルオアシスに関する協定を
締結します。本市は設置するサイクルラックや工具など
の備品を全額負担。施設は備品の管理や貸し出し業務、
トイレの無償提供を行います。対象は、設置することで
サイクリストの利便性向上が見込まれる地域の施設、
15カ所（抽選）。設置期間は１年間（自動更新）です。
申込書は市役所スポーツ課で配布。本市ホームページか
らダウンロードもできます。
　２月28日㈬午後５時までに
申込書に記入し、直接同課へ
申し込んでください。

認定施設の整備を進め
サイクリストをおもてなし

スポーツ課 ☎027-898-5834

　けやきウォーク前橋（文京町二丁目）
で花共進会を開催します。日時は３月１
日㈭・２日㈮、午前10時から午後６時まで。
２日は午後３時までで、その後、展示物
即売を行います。

農林課 ☎027-898-6707

市内生産者が丹精して栽培
150点の花を展示します

岡本 啓さん

7 市役所　〒371-8601大手町二丁目12-1　☎027-224-1111　　  027-224-3003FAX



　活動をとおして知らなかっ
た前橋に出合えました。広瀬
川の取材では、周りの景観が、
変化を受け入れつつ多くの人
の思いで守られていることを
知りました。これを知れたの
は取材をしたからです。ただ、

取材にはエネルギーが必要。しかしそれによっ
て得られる醍

だい

醐
ご

味
み

は何物にも変えられません。

川田 和樹

市政発信課 ☎027‐898‐6642

2年間の活動を終えて
　平成28年度からスタートした、市民編集委員「ワカモノ記者」。第一期のメン
バーが２年間の任期を終えます。若者ならではの目線で、広報まえばしに新たな
風を吹かせてくれたワカモノ記者。今回は、活動を終えての感想を紹介します。

市民編集
のページ

市民が作る

Vol.125

　普段生活していただけでは
気付かなかった新たな一面を
学ぶことが多々あり、毎回の
取材はとても刺激的でした。
また、取材した皆さんから前
橋に対する熱い思いを感じ、
郷土愛の強いまちだというこ

とを実感しています。そして何より、活動をと
おして私自身がもっと前橋を好きになりました。

馬持 沙織

前橋がもっと好きに

　初めての取材では、話を聞 
き、メモを取るのに精一杯で、
自分の力で取材から記事作成
まで行うことに難しさを感じ
ました。しかし、だんだんと
落ち着いて臨めるようになり
ました。取材をした私自身が

市の魅力に新たに気付くこともたくさんあり、
以前より郷土愛が一層強くなりました。

品川 亜衣

新たな発見がありました

取材で知った前橋の姿

　ワカモノ記者として活動す
る中で、前橋市の魅力、また
その魅力を支える人たちの思
いに触れてきました。取材を
とおして何気なく通り過ぎて
いたまちの見方が変わりまし
た。前橋市民として自信を持っ

てここに住むことができます。これからも前橋
の新しい魅力を発見していきたいです。

渡辺 楓

まちの見方が変わりました

広報まえばし　平成30年2月15日号 89 市役所　〒371-8601大手町二丁目12-1　☎027-224-1111　　  027-224-3003FAX



インスタグラム

フェイスブック

ワカモノ記者の
取材の様子など
を公開中! 　

メ
ン
バ
ー
は
取
材
や
月
１
回
程
度

の
編
集
会
議
に
参
加
し
、
広
報
紙
の

編
集
に
携
わ
っ
た
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の

情
報
発
信
を
し
た
り
し
ま
す
。

　

事
前
に
養
成
講
座
も
開
催
。
文
章

の
書
き
方
や
写
真
撮
影
な
ど
の
基
本

を
学
び
ま
す
。
ま
た
、
取
材
に
は
職

員
が
同
行
。
編
集
な
ど
の
経
験
が
な

く
て
も
安
心
で
す
。
活
動
頻
度
や
内

容
な
ど
、
詳
し
く
は
本
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

任
期
＝
平
成
32
（
２
０
２
０
）
年
３

月
31
日
㈫
ま
で

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

18
歳
～
29
歳
で
、
４
月
14
日
㈯
の
会 

議
に
参
加
で
き
る
人
、10
人
程
度（
選
考
） 

そ
の
他
＝
無
報
酬
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

申
し
込
み
＝
３
月
15
日
㈭
ま
で
に
郵

送
で
。
住
所
・
氏
名
・
年
齢
（
学
生

の
場
合
は
学
校
名
と
学
年
）・
電
話

番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
と
応
募
の

動
機
（
４
０
０
字
以
内
）
を
記
入
し
、

市
役
所
市
政
発
信
課
へ
。
ま
た
は

shiseihasshin@
city.m

aebashi.
gunm

a.jp

で

詳しくは
こちらから!

　第二期ワカモノ記者メンバーを募集。
広報まえばしで、市内のさまざまなモノ・コトを
若者目線で取材してみませんか。

　活動を重ね
るごとに前橋
のことを知り、
さらに知りた
いという思い
につながりま
した。自分が

活動することで、周りの人が広
報を読むようになったり、市政
に興味を持ってくれたりしたこ
とがうれしかったです。

遠藤 敦美

もっと知りたいと思うように
　活動中は常
に適度な緊張
感がありまし
た。その上で、
自分の言葉で
表現すること
にやりがいを

感じ、大きな充実感が得られま
した。私自身メンバーでありな
がら一読者としても、いつも広
報の発行が楽しみでした。

奥田 柳太郎

自分の言葉で表現できました
　活動中の編
集会議では、
メンバーの知
識の深さに驚
かされる部分
が多々ありま
した。企画提

案は難しいと感じることがあり
ましたが、「広報読んでいるよ」
という声をたくさんもらい、活
動の励みになりました。

桑原 利光

前橋に詳しくなりました

　広報を手にした人が、
改めて前橋の魅力を感
じることができるよう
な記事を目指して活動
に参加しました。読ん
でいてわくわくするよ
うな記事は、一人では

決して作れません。意見を出し合い、よ
り良いものを作ろうと協力できました。

船戸 春香

協力して記事作成できました
　自分の意見を伝える
ことや同世代の人の考
えを知ることは大きな
経験になりました。普
通に生活していただけ
では知れなかったこと
をたくさん学べました。

広報が、若者に限らず多くの人の情報
ツールとなれば良いなと感じます。

田端 芳紀

活動が大きな経験に

広報まえばし　平成30年2月15日号 89 市役所　〒371-8601大手町二丁目12-1　☎027-224-1111　　  027-224-3003FAX



C I T Y  W A T C H I N G
Ｎ
Ｐ
Ｏ
つ
な
ぎ
手
代
表
理
事

内
山 

恵
子
さ
ん
・
65
歳

粕
川
町
西
田
面

い
き
い
き

ま
え
ば
し
人

笑
顔
と
笑
顔
の
つ
な
ぎ
手
に

　

粕
川
地
区
で
の
地
域
住
民
と
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
き
っ
か
け
に
、

助
け
て
ほ
し
い
人
と
手
伝
い
が
で

き
る
人
を
つ
な
げ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
つ

な
ぎ
手
を
平
成
27
年
６
月
に
設
立
。

現
在
70
人
ほ
ど
い
る
会
の
代
表
を

務
め
る
。

　
「
近
所
の
ス
ー
パ
ー
や
病
院
へ

の
送
迎
な
ど
の
お
手
伝
い
を
し
て

い
ま
す
。
私
た
ち
も
い
ず
れ
は
誰

か
に
助
け
て
も
ら
う
身
。
お
互
い

さ
ま
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
誰

も
が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る

よ
う
な
地
域
に
な
れ
ば
い
い
で
す

よ
ね
」

　

主
な
活
動
内
容
は
傾
聴
や
送
迎

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
「
お
た
が

い
さ
ま
事
業
」、
一
緒
に
食
事
を

作
っ
て
食
べ
る
「
ご
ち
そ
う
さ
ま

事
業
」、
移
動
販
売
を
行
う
「
買

い
物
弱
者
支
援
事
業
」、
そ
し
て
、

地
区
内
の
個
人
宅
な
ど
で
悩
み
を

話
し
合
う
「
は
つ
ら
つ
カ
フ
ェ
」

の
４
つ
。
い
ず
れ
も
助
け
を
必
要

と
し
て
い
る
人
が
負
担
感
な
く
利

用
で
き
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

　
「
自
分
た
ち
で
で
き
な
け
れ
ば

ど
こ
か
に
つ
な
ぎ
ま
す
。
み
ん
な

で
力
を
合
わ
せ
れ
ば
で
き
な
い
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
困
っ
た
ら
遠

慮
せ
ず
に
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
」

　

本
業
の
社
会
福
祉
士
と
の
両
立

に
は
、「
ど
ち
ら
も
つ
な
が
っ
て

い
て
楽
し
く
や
り
が
い
が
あ
り
ま

す
」
と
あ
く
ま
で
前
向
き
。
そ
の

笑
顔
が
今
日
も
多
く
の
笑
顔
に
つ

な
が
る
合
言
葉
に
な
っ
て
い
る
。

アーツ前橋の
舞台裏 vol.6

　

ア
ー
ツ
前
橋
の
学
芸
員
が
美
術

館
の
舞
台
裏
や
自
身
の
バ
ッ
ク
グ

ラ
ウ
ン
ド
な
ど
を
披
露
。
第
６
回

は
忠
あ
ゆ
み
が
展
示
室
の
空
間
作

り
に
つ
い
て
お
送
り
し
ま
す
。

 

ア
ー
ツ
前
橋

☎
０
２
７
‐
２
３
０
‐
１
１
４
４

　

ア
ー
ツ
前
橋
で
働
き
始
め
て
気

付
い
た
こ
と
。
そ
れ
は
、
展
示
ご

と
に
空
間
の
印
象
が
変
わ
る
こ
と

で
す
。
作
品
が
印
象
を
左
右
し
て

い
る
の
は
確
か
で
す
が
、
壁
も
重

要
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ー
ツ
前
橋
の
地
下
展
示
室
は

回
廊
状
。
吹
き
抜
け
の
中
央
の
展

示
室
を
中
心
に
、
ぐ
る
り
と
回
る

構
造
で
す
。
一
部
の
壁
は
取
り
外

せ
ま
す
。
作
品
を
入
れ
替
え
る
期

間
に
は
、
図
面
と
に
ら
み
合
い
な 

が
ら
ル
ー
ト
を
考
え
て
壁
を
壊
し
、 

新
た
に
壁
を
作
り
ま
す
。
作
品
を

見
る
順
番
が
鑑
賞
体
験
の
印
象
に

影
響
す
る
た
め
で
す
。
作
品
を
飾

る
壁
だ
け
で
な
く
、
向
こ
う
側
が

透
け
て
見
え
る
薄
い
布
状
の
紗
幕

や
重
た
い
布
の
カ
ー
テ
ン
な
ど
、 

材
質
を
変
え
た
壁
も
。
こ
れ
に
は
、 

視
界
を
適
度
に
遮
り
、
次
の
作
品 

に
目
線
を
移
す
狙
い
が
あ
り
ま
す
。 

　

白
い
壁
は
余
計
な
情
報
を
な
く

す
バ
リ
ア
ー
の
よ
う
な
働
き
が
あ 

る
反
面
、
逆
効
果
に
な
る
こ
と
も
。

絵
本
作
家
・
荒
井
良
二
さ
ん
は
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
壁
に
直
接
ペ
ン
キ

で
絵
を
描
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
っ
た
時
に
「
白
い
壁
は
ノ
ー
ト

の
１
ペ
ー
ジ
目
と
同
じ
よ
う
に
、

人
を
緊
張
さ
せ
て
し
ま
う
」
と
言
っ

て
い
ま
し
た
。

　

来
場
者
が
作
品
と
対
話
で
き
る

空
間
を
整
え
る
こ
と
が
、
展
覧
会

づ
く
り
の
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
。
心

静
か
に
作
品
と
対
話
す
る
楽
し
み

も
、
み
ん
な
で
お
し
ゃ
べ
り
す
る

開
放
的
な
空
間
も
、
壁
が
そ
っ
と

守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
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C I T Y  W A T C H I N G

冬の赤城山の魅力体感

いにしえに思いはせる

 泥だらけで１位競う 

　２月３日、総合福祉会館で
考古学講演会を開催。上

こう

野
ずけ

三
碑世界記憶遺産登録推進協議
会委員の前澤和之さんが山上
碑と山王廃寺と題し講演。会
場にはボランティアが復元し
た瓦

が

塔
とう

や古代文様タイルなど
も展示され、来場者は古代上
野に思いを巡らせました。

　２月４日、岩神緑地で前橋
シクロクロスを開催。シクロ
クロスとは、不整地コースを
時間内にどれだけ周回できた
か競う自転車競技です。暖か
い陽気で残雪が溶け、泥だら
けの中レース開始。選手たち
は階段や坂に苦戦しながらも、
観客の声援に応えていました。

　２月３日に赤城山雪まつり
を開催。女優の小林綾子さん
も参加し、ワカサギ釣りなど
を楽しみました。協賛・関連
イベントのホワイトフェスティ
バルと赤城スローキャンピン
グでは犬ぞりレースや豪華な
キャンプなどを実施。参加者
は冬の赤城を満喫しました。

クローズ アップ
CLOSE UP
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申し込み　 問い合わせ

元
気
21
証
明
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
　
　
　
　10
時
00
分
〜
19
時
00
分

本
庁
・
支
所
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

窓　　口
業務時間

申し込み 　 問い合わせ

く
ら
し
の
情
報

き
ま
す
。
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て

か
ら
10
年
が
経
過
。
電
池
切
れ
な
ど

が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
半

年
に
１
度
、
定
期
的
な
作
動
確
認
を

し
ま
し
ょ
う
。

消
防
局
予
防
課

☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
４
５
０
７

２
月
19
日
か
ら
前
橋
テ
ル
サ
休
館

　

２
月
19
日
㈪
か
ら
23
日
㈮
ま
で
、

前
橋
テ
ル
サ
は
改
修
工
事
の
た
め
、

一
部
入
居
団
体
を
除
き
休
館
し
ま
す
。

同
館

☎
０
２
７
‐
２
３
１
‐
３
２
１
１

同
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
９
４
３

火
の
用
心
乾
燥
続
く
こ
の
季
節
に

　

３
月
１
日
㈭
か
ら
７
日
㈬
ま
で
、

春
の
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

火
災
が
発
生
し
や
す
い
こ
の
時
季
。

火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

●
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
を

　

全
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
防
災
用
品
を
取
り
扱
う
販
売
店

や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
購
入
で

事
前
登
録
で
証
明
交
付
を
お
知
ら
せ

　

登
録
型
本
人
通
知
制
度
は
、
代
理

人
や
第
三
者
の
請
求
で
住
民
票
や
戸

籍
謄
抄
本
な
ど
が
交
付
さ
れ
た
と
き

に
、
本
人
に
通
知
す
る
制
度
。
こ
の

制
度
を
利
用
す
る
に
は
事
前
に
登
録

が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
る
か
、
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
本
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い

る
か
本
籍
の
あ
る
人

官
公
署
発
行
の
顔
写
真
付
き
身
分

証
明
書
な
ど
を
用
意
し
、
市
役
所
市 

民
課
（
☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
１ 

０
７
）
で

介
護
保
険
の
利
用
状
況
を
通
知

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
に
、

利
用
状
況
の
お
知
ら
せ
を
２
月
下
旬

に
郵
送
。
自
分
が
利
用
し
た
サ
ー
ビ

ス
と
間
違
い
が
な
い
か
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
今
回
の
通
知
に
は
、
９
月

か
ら
12
月
ま
で
の
居
宅
・
施
設
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
利
用
分
を
記
載
し
ま
す
。

介
護
保
険
室

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
３
１
２
９

創
業
セ
ン
タ
ー
で
起
業
支
援

　

創
業
セ
ン
タ
ー
で
は
、
も
の
づ
く

り
で
起
業
を
目
指
す
人
に
３
Ｄ
プ
リ

ン
タ
ー
や
レ
ー
ザ
ー
カ
ッ
タ
ー
な
ど

を
利
用
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
安
価
で

提
供
し
て
い
ま
す
。

受
付
日
時
＝
平
日
、
午
前
９
時
～
午

後
５
時

対
象
＝
起
業
予
定
の
個
人
・
団
体

費
用
＝
１
時
間
１
０
０
円

同
館

☎
０
２
７
‐
２
８
９
‐
９
６
６
６
へ

地
区
計
画
の
原
案
を
縦
覧
し
ま
す

　

都
市
緑
地
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
地
区
計
画
の

変
更
に
つ
い
て
、原
案
を
縦
覧
し
ま
す
。

対
象
地
区
＝
下
大
島
東
地
区
、
五
代

南
部
団
地
、
亀
里
地
区
、
東
大
室
地

区
、
多
田
山
産
業
団
地

期
日
＝
２
月
20
日
㈫
～
３
月
６
日
㈫

（
土
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）

縦
覧
場
所
＝
市
役
所
都
市
計
画
課

意
見
書
の
提
出
＝
計
画
案
に
つ
い
て

意
見
の
あ
る
土
地
所
有
者
な
ど
は
、

３
月
７
日
㈬
～
13
日
㈫
に
郵
送
で
。

住
所
・
氏
名
・
意
見
の
要
旨
を
書
い

た
意
見
書
を
市
役
所
都
市
計
画
課
へ

お
知
ら
せ

　第 1 回定例市議会
の日程は次のとおり
です。ぜひ傍聴にお
越しください。また、
本会議はインターネッ
トで生中継します。スマートフォンやタブレ
ット端末などからも視聴できます。本市ホー
ムページトップ画面内「前橋市議会」からご
覧ください。

議会事務局 ☎027-898-5923

市議会定例会傍聴しませんか

日時 会議名
2月28日㈬ 午後1時 本会議
3月6日㈫

午前10時

本会議(代表質問)
3月8日㈭

本会議(総括質問)
3月9日㈮
3月14日㈬ 建設水道常任委員会（議案審査）
3月15日㈭ 総務常任委員会（議案審査）
3月16日㈮ 教育福祉常任委員会（議案審査）
3月19日㈪ 市民経済常任委員会（議案審査）
3月27日㈫ 午後1時 本会議
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号
赤
城
山
線
、
３
・
４
・
31
号
三
俣 

下
小
出
線
に
つ
い
て
都
市
計
画
を
変

更
し
ま
し
た
。
こ
の
関
係
図
書
を
縦

覧
し
ま
す
。

縦
覧
場
所
＝
県
庁
都
市
計
画
課
、
前

橋
土
木
事
務
所
、
市
役
所
都
市
計
画
課

市
都
市
計
画
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
９
４
４

建
築
物
防
災
週
間
に
啓
発
活
動

　

３
月
１
日
㈭
か
ら
７
日
㈬
ま
で
は

全
国
一
斉
の
建
築
物
防
災
週
間
。
３

月
1
日
に
、
中
心
市
街
地
の
雑
居
ビ

ル
な
ど
を
対
象
に
防
災
啓
発
活
動
を

実
施
。
ま
た
、
期
間
中
、
多
数
の
人

が
利
用
す
る
建
築
物
な
ど
に
立
ち
入

り
検
査
を
行
い
ま
す
。　

建
築
指
導
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
７
５
３

力
作
集
ま
る
前
橋
市
民
展

　

美
術
・
写
真
・
書
道
の
3
部
門
を

展
示
す
る
前
橋
市
民
展
を
開
催
。
市

民
の
芸
術
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
〈
美
術
〉
３
月
１
日
㈭
～
４

日
㈰
〈
写
真
〉
３
月
８
日
㈭
～
11
日

㈰
〈
書
道
〉
３
月
15
日
㈭
～
18
日
㈰
、

午
前
10
時
～
午
後
５
時
30
分
（
入
場

は
午
後
５
時
ま
で
）

堆
肥
な
ど
は
適
正
に
管
理
し
て

　

堆
肥
や
家
畜
の
ふ
ん
尿
を
管
理
・

使
用
す
る
際
は
、
臭
い
な
ど
で
周
辺

に
迷
惑
を
掛
け
な
い
よ
う
、
次
の
こ

と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
堆
肥
を
管
理
す
る
と
き

　

❶
で
き
る
だ
け
堆
肥
舎
に
収
容
す 

る
❷
畑
な
ど
に
置
く
場
合
は
防
水
シ 

ー
ト
を
下
に
敷
き
、
上
に
も
掛
け
て 

風
で
飛
ば
な
い
よ
う
固
定
す
る
❸
で

き
る
だ
け
住
居
か
ら
離
し
て
置
く
❹

畜
産
・
園
芸
農
家
と
も
に
必
要
以
上

の
在
庫
を
持
た
な
い
。

●
堆
肥
を
撒
く
と
き

　

❶
風
の
強
い
日
を
避
け
て
撒ま

い
た

後
は
す
ぐ
に
耕
う
ん
す
る
❷
住
居
周

辺
で
は
食
事
時
を
避
け
て
家
屋
や
塀
、

洗
濯
物
な
ど
を
汚
さ
な
い
よ
う
に
配

慮
す
る
❸
完
熟
堆
肥
を
使
用
。
畜
産

農
家
は
堆
肥
を
完
熟
さ
せ
て
か
ら
販

売
・
譲
渡
す
る
。

農
林
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
７
０
５

都
市
計
画
を
変
更
し
ま
し
た

　

前
橋
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
46 

会
場
＝
昌
賢
学
園
ま
え
ば
し
ホ
ー
ル

（
市
民
文
化
会
館
）

生
涯
学
習
課

☎
０
２
７
‐
２
１
０
‐
２
１
９
８

赤
城
山
南
麓
の
古
墳
を
め
ぐ
る

　

文
化
財
探
訪
「
赤
城
山
南
麓
の
古

墳
を
め
ぐ
る
」
を
開
催
。
文
化
財
を

巡
り
歴
史
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

正
円
寺
古
墳
、
堀
越
古
墳
、
横
室
古

墳
公
園
、
九
十
九
山
古
墳
を
バ
ス
で

巡
り
ま
す
。

日
時
＝
３
月
18
日
㈰
午
前
９
時
～
午

後
１
時
（
雨
天
決
行
）

対
象
＝
一
般
、
先
着
20
人

２
月
27
日
㈫
か
ら
文
化
財
保
護
課

☎
０
２
７
‐
２
８
０
‐
６
５
１
１
へ

華
や
か
に
文
化
協
会
総
合
文
化
祭

　

文
化
協
会
総
合
文
化
祭
を
開
催
。

和
太
鼓
・
舞
踊
な
ど
舞
台
発
表
、
美 

術
・
書
道
な
ど
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

部
門
・
日
時
＝
〈
展
示
〉
２
月
24
日

㈯
午
前
9
時
～
５
時
・
25
日
㈰
午
前

９
時
～
午
後
３
時
〈
舞
台
〉
２
月
25

日
㈰
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

会
場
＝
昌
賢
学
園
ま
え
ば
し
ホ
ー
ル

（
市
民
文
化
会
館
）

文
化
協
会

☎
０
２
７
‐
２
２
１
‐
４
３
２
１

催
　
し

市長コラム
Mayor’s  Column

　前橋市は市民活動が盛んなまちです。子育て
や福祉のボランティア、生涯学習、地域の歴史
研究、スポーツ、まちづくり･･･
　市民活動を行っている皆さんには、市役所と
は違う角度から市民を支え励ましていただいて
います。これらの活動の根底には「前橋を良く
したい」という善意があります。
　市長の役割は、その善意に感謝し、市民を信じ
て、その活動を応援することです。皆さんが、そ
れぞれの夢に向かって歩んで行ける社会を、市民
の善意と一緒につくりたい。これは私の大切な願
いです。これからも、励まし合
いながら進んでいきましょう。
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申し込み　 問い合わせ

　ボランティアが広報まえば
しを音訳した「声の広報」を
発行しています。広報まえば
しを読むことが困難な視覚障
害者や高齢者などへ、カセッ
トテープかデイジー図書（C 
D-RW）を送付。郵送・返送
料は無料です。

市政発信課
☎027-898-6642 へ

レ
ト
ロ
な
街
並
み
を
堪
能
し
よ
う

　

県
立
女
子
大
生
が
考
え
た
、
J
R

東
日
本
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
「
前
橋

の
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
、
と
は
言
わ
せ

な
い
レ
ト
ロ
な
ま
ち
歩
き
」
を
開
催
。

約
４
㌔
㍍
の
道
を
散
策
し
ま
す
。

期
日
＝
３
月
１
日
㈭
～
３
日
㈯

受
付
場
所
＝
Ｊ
Ｒ
前
橋
駅
構
内
観
光

案
内
所
（
表
町
二
丁
目
）

各
開
催
日
の
午
前
９
時
～
11
時
に

受
付
場
所
へ
直
接

前
橋
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

☎
０
２
７
‐
２
３
５
‐
２
２
１
１

季
節
を
感
じ
る
花
や
鳥
の
調
査

　
「
み
ぢ
か
な
季
節
か
ん
じ
隊
」
サ

ク
ラ
・
ツ
バ
メ
の
調
査
を
実
施
。
市

内
で
確
認
さ
れ
た
❶
サ
ク
ラ
の
開
花

や
満
開
日
、
❷
ツ
バ

メ
の
初
見
日
や
巣
の

様
子
を
市
役
所
ま
で

知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

報
告
書
の
配
布
＝
市

役
所
環
境
政
策
課
で
。
本
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き

ま
す❶

は
５
月
２
日
㈬
❷
は
８
月
10
日

㈮
ま
で
に
郵
送
で
。
報
告
書
に
記
入

し
、
市
役
所
環
境
政
策
課
（
☎
０
２

７
‐
８
９
８
‐
６
２
９
２
）
へ

共
に
楽
し
む
消
防
音
楽
隊
の
調
べ

　

消
防
音
楽
隊
定
期
演
奏
会
を
開
催

し
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
向
け
の
イ

ベ
ン
ト
も
実
施
。
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
な

ど
が
あ
れ
ば
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
３
月
３
日
㈯
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21
内
３
階

ホ
ー
ル

対
象
＝
一
般
、
先
着
１
０
０
人

当
日
会
場
へ
直
接

消
防
局
総
務
課

☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
４
５
０
３

プ
ロ
に
学
ぶ
登
山
と
山
岳
写
真

　

登
山
と
山
岳
写
真
の
入
門
講
座
を

開
催
。
日
本
山
岳
会
員
や
山
岳
写
真

家
を
講
師
に
、
基
礎
か
ら
学
び
ま
す
。

テ
ー
マ
・
日
時
＝
〈
山
岳
写
真
〉
３

月
７
日
㈬
〈
登
山
入
門
〉
３
月
８
日

㈭
、
午
前
10
時
～
11
時
30
分

会
場
＝
上
川
淵
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
40
歳
以

上
の
人
、
先
着
各
10
人

同
館

☎
０
２
７
‐
２
６
５
‐
０
４
５
５
へ

将
来
の
仕
事
考
え
る
本
音
ト
ー
ク

　

学
生
と
企
業
の
交
流
会
を
開
催
。

学
生
と
企
業
が
本
音
で
語
り
合
い
、

今
後
の
就
職
活
動
や
将
来
の
仕
事
を

考
え
る
き
っ
か
け
を
つ
く
り
ま
す
。

日
時
＝
３
月
17
日
㈯
午
後
３
時

会
場
＝
上
毛
新
聞
社
（
古
市
町
一
丁
目
）

対
象
＝
高
校
生
、
企
業
の
採
用
担
当

者
な
ど
、
２
０
０
人
（
抽
選
）

同
社

☎
０
２
７
‐
２
５
４
‐
９
９
４
５
へ

石
窯
で
本
格
的
な
ピ
ザ
作
り
体
験

　

本
格
的
な
石
窯
を
使
っ
た
ピ
ザ
作

り
体
験
教
室
を
開
催
。
マ
ル
ゲ
リ
ー

タ
ピ
ザ
を
作
り
ま
す
。

　

ま
た
、
商
店
街
で
買
い
物
体
験
も

行
い
、
ト
ッ
ピ
ン
グ
す
る
食
材
を
自

分
た
ち
で
調
達
し
ま
す
。

日
時
＝
３
月
24
日
㈯
午
前
10
時
～
正

午
・
同
午
後
２
時
～
４
時

会
場
＝
ま
ち
な
か
工
房
（
千
代
田
町

二
丁
目
）

対
象
＝
小
学
生
以
下
、
先
着
各
10
人

（
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴
）

費
用
＝
各
１
，
０
０
０
円

３
月
９
日
㈮
ま
で
に
に
ぎ
わ
い
商

業
課
☎
０
２
７
‐
２
１
０
‐
２
２
７

３
へ

催
　
し

広報まえばしを
音声で届けます

詳しくはヤマト市民体育館前橋
（☎027-265-0900）に問い合わ
せるか、本市ホームページをご
覧ください。

●スケート（３月６日㈫、ＡＬＳ
ＯＫぐんまアイスアリーナ）
●レディース・メンズソフ
トバレーボール交流（３月
11日㈰、宮城体育館）

スポーツ大会情報
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　男女共同参画情報誌「新樹」の企画・
取材・編集を行う市民ボランティア編
集委員を募集します。詳しくは本市ホ
ームページをご覧ください。
任期＝ 4 月から 2 年間
対象＝一般、3 人（選考）

男女共同参画センター
☎027-898-6517

０
８
０
５
南
町
三
丁
目
62
‐
１
・
昌

賢
学
園
ま
え
ば
し
ホ
ー
ル
内
文
化
協

会
「
ふ
れ
あ
い
三
味
線
教
室
係
」（
☎ 

０
２
７
‐
２
２
１
‐
４
３
２
１
）
へ

赤
城
少
年
自
然
の
家

☎
０
２
７
‐
２
８
７
‐
８
２
２
７

●
ビ
ギ
ナ
ー
ス
キ
ー
教
室

期
日
＝
３
月
３
日
㈯
～
４
日
㈰
（
１

泊
２
日
）

会
場
＝
赤
城
山
大
沼
湖
畔
・
赤
城
ス

キ
ー
場

対
象
＝
小
学
生
、
先
着
24
人

費
用
＝
７
，
２
０
０
円
（
用
具
レ
ン

タ
ル
は
別
途
）

●
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
体
験

期
日
＝
３
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰

会
場
＝
赤
城
山
大
沼
湖
畔

対
象
＝
小
１
以
上
、
先
着
各
12
人

費
用
＝
各
５
，
０
０
０
円
（
用
具
レ

ン
タ
ル
は
別
途
）

同
館
へ

総
合
教
育
プ
ラ
ザ

☎
０
２
７
‐
２
3
０
‐
９
０
９
4

　

名
作
映
画
劇
場
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
３
月
５
日
㈪
・
23
日
㈮
、
午

後
２
時

対
象
＝
一
般
、
先
着
各
１
１
２
人

内
容
＝｢

西
部
の
男｣

(

ゲ
ー
リ
ー
・

ク
ー
パ
ー
主
演
）

当
日
同
館
へ
直
接

２
月
19
日
㈪
午
前
９
時
か
ら
上
毛

電
鉄
☎
０
２
７
‐
２
３
１
‐
３
５
９

７
へふ

れ
あ
い
体
験
教
室

　
ふ
れ
あ
い
体
験
教
室
「
ジ
ャ
ン
ジ
ャ

ン
ジ
ャ
ン
楽
し
く
弾
こ
う
三
味
線
教

室
」
を
開
催
。
伝
統
芸
能
を
気
軽
に

体
験
で
き
ま
す
。

日
時
＝
４
月
７
日
～
５
月
26
日
の
土

曜
６
回
、
午
後
１
時
～
２
時

会
場
＝
第
三
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
総
合
教
育
プ
ラ
ザ
内
）

対
象
＝
10
歳
以
上
、
先
着
20
人

費
用
＝
１
，
０
０
０
円

３
月
20
日
㈫
ま
で
に
ハ
ガ
キ
で
。

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・

電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
３
７
１
‐

上
電
で
東
京
宝
塚
歌
劇
鑑
賞
の
旅

　

上
電
で
行
く
前
橋
市
民
号
「
東
京

宝
塚
歌
劇
花
組
公
演
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・

ゴ
シ
ッ
ク
〈
ポ
ー
の
一
族
〉
観
劇
」

を
開
催
。
銀
座
散
策
も
で
き
て
、
弁

当
付
き
で
す
。

集
合
日
時
＝
３
月
24
日
㈯
午
前
７
時

５
分

集
合
場
所
＝
上
毛
電
鉄
中
央
前
橋
駅

（
城
東
町
三
丁
目
）

対
象
＝
一
般
、
先
着
35
人

費
用
＝
１
万
８
，
９
８
０
円

児
童
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
‐
２
２
４
‐
２
５
４
８

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
３
・
９
（
サ
ン
キ
ュ

ー
！
）
ま
つ
り

日
時
＝
３
月
10
日
㈯
午
後
２
時
20
分

～
３
時
30
分

●
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
特
別
投
影
「
星

空
と
と
も
に
」

日
時
＝
３
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰
、
午

後
２
時
30
分
～
３
時
10
分

内
容
＝
東
日
本
大
震
時
の
星
に
ま
つ

わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
仙
台
市
天
文
台

ス
タ
ッ
フ
が
ま
と
め
た
番
組

対
象
＝
ど
な
た
で
も
、
先
着
各
１
０ 

０
人当

日
午
後
２
時
か
ら
同
館
で
整
理

券
を
配
布

男女共同参画情報誌「新樹」
編集者になりませんか

ザスパクサツ群馬
　　　 会場は正田醤油スタジアム群馬
　　　3月17日㈯ 16:00　vs.ブラウブリッツ秋田

群馬クレインサンダーズ
　　　 会場はヤマト市民体育館前橋
　　　3月10日㈯ 18:00　vs. バンビシャス奈良
　　　3月11日㈰ 14:00　vs. バンビシャス奈良

プロスポーツ試合情報

明日海 りお
©宝塚歌劇団
Photographer Chagoon

（www.chagoon.com）
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申し込み　 問い合わせ

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
職
員
募
集

　

４
月
か
ら
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
中
央
で
働
く
、
❶
主
任
介
護
支
援

専
門
員
と
❷
介
護
支
援
専
門
員
を
募

集
し
ま
す
。

対
象
＝
❶
は
主
任
介
護
支
援
専
門
員

の
資
格
を
持
つ
人
❷
は
介
護
支
援
専

門
員
（
社
会
福
祉
士
と
保
健
師
は
応

相
談
）
の
資
格
を
持
つ
人
、
各
若
干
人

勤
務
時
間
＝
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
（
週
37
・
５
時
間
）

報
酬
＝
月
額
21
万
３
，０
０
０
円（
通

勤
手
当
も
支
給
あ
り
）

２
月
28
日
㈬
ま
で
に
郵
送
で
。
履

歴
書
（
写
真
貼
付
）と
資
格
証
明
書

の
写
し
を
添
え
て
、
市
役
所
介
護
高

齢
課
（
☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
２

７
５
）へ

４
月
か
ら
働
く
図
書
館
司
書
募
集

　

来
年
度
か
ら
市
立
図
書
館
で
働
く

非
常
勤
司
書
職
員
を
募
集
。
週
30
時

間
勤
務
で
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務

が
あ
り
ま
す
。

対
象
＝
司
書
資
格
が
あ
る
人
、
若
干
人

報
酬
＝
月
額
16
万
１
，０
０
０
円
（
平

成
29
年
度
実
績
）

２
月
22
日
㈭
～
25
日
㈰
、
午
前
９

時
～
午
後
５
時
（
24
日
㈯
・
25
日
は

午
前
10
時
か
ら
）に
履
歴
書
（
写
真

貼
付
）を
用
意
し
て
、
同
館
（
☎
０

２
７
‐
２
２
４
‐
４
３
１
１
）へ
直

接
。
後
日
面
接
で
採
用
を
決
定

給
与
明
細
に
広
告
載
せ
ま
せ
ん
か

　

本
市
職
員
（
約
３
，
４
０
０
人
）

の
給
与
明
細
書
に
掲
載
す
る
広
告
を

募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
る
か
、
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
企
業
や
団
体
な
ど
（
抽
選
）

掲
載
規
格
＝
給
与
明
細
書（
Ａ
４
判
）

裏
面
の
縦
２
１
０
㍉
㍍
×
横
１
４
８

㍉
㍍
、
４
月
～
９
月
の
７
回
分

費
用
＝
12
万
９
，
６
０
０
円

申
込
書
の
配
布
＝
市
役
所
職
員
課
で
。

本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
も
で
き
ま
す

３
月
７
日
㈬
ま
で
に
申
込
書
に
記

入
し
、
同
課
（
☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐

６
５
０
４
）へ
直
接

広
告
掲
載
で
自
社
を
ア
ピ
ー
ル

　

児
童
手
当
現
況
届
勧
奨
通
知
用
の

封
筒
裏
面
に
掲
載
す
る
広
告
を
募
集

し
ま
す
。
申
込
書
な
ど
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
る
か
、
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
企
業
な
ど

掲
載
規
格
＝
児
童
手
当
現
況
届
勧
奨

通
知
送
付
用
封
筒
（
縦
１
２
０
㍉
㍍

×
横
２
３
５
㍉
㍍
）
裏
面
に
縦
95
㍉

㍍
×
横
90
㍉
㍍
以
内
、
先
着
２
枠

配
布
枚
数
＝
２
万
５
，
０
０
０
枚

使
用
予
定
日
＝
５
月
31
日
㈭

費
用
＝
１
枠
６
万
円

３
月
８
日
㈭
ま
で
に
申
込
書
に
記

入
し
、
広
告
図
案
原
稿
を
添
え
て
前

橋
保
健
セ
ン
タ
ー
内
子
育
て
支
援
課

（
☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
５
７
０
１
）

へ
直
接

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
参
加
団
体
募
集

　

井
上
武
士
音
楽
祭
合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
を
７
月
16
日
㈪
に
開
催
。
こ
の
参

加
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
＝
小
１
以
上
の
合
唱
団
体
、
先

着
16
組

申
込
書
の
配
布
＝
前
橋
テ
ル
サ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.m
aeba 

shi-cc.or.jp/terrsa/

）で

３
月
１
日
㈭
～
４
月
30
日
㈪
に
申

込
書
に
記
入
し
、
同
館
（
☎
０
２
７
‐

２
３
１
‐
３
２
１
１
）へ
直
接

前
橋
こ
ど
も
図
書
館

☎
０
２
７
‐
２
３
０
‐
８
８
３
３

　

袋
に
入
れ
た
ま
ま
本
を
貸
し
出
し
、

自
分
で
は
選
ぶ
こ
と
の
な
い
本
と
出

合
う
本
の
福
袋
「
○
○
袋
」
を
３
月

29
日
㈭
か
ら
開
催
。
袋
に
入
れ
る
本

を
選
び
た
い
人
と
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
○
○
袋
の
注
文
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
中
に
入
れ
る
本
を
選
ぶ

　

同
館
窓
口
で
用
紙
を
配
布
し
ま
す
。

所
蔵
の
本
か
ら
、
テ
ー
マ
と
対
象
年

齢
に
沿
っ
て
あ
な
た
が
薦
め
る
３
冊

か
５
冊
の
セ
ッ
ト
を
作
成
。
用
紙
に

記
入
し
、
ポ
ッ
プ
に
借
り
る
人
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
添
え
て
、
本
と

一
緒
に
窓
口
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

３
月
１
日
㈭
～
21
日
㈬
に
同
館
へ

直
接

●
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
○
○
袋
の
注
文

　

子
ど
も
の
好
み
や
年
齢
に
合
わ
せ

て
図
書
館
司
書
が
厳
選
し
た
本
を
５

冊
セ
ッ
ト
に
し
て
貸
し
出
し
ま
す
。

３
月
１
日
㈭
か
ら
18
日
㈰
ま
で
に
、

同
館
で
配
布
す
る
調
査
票
に
記
入
し

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
15
歳
以
下
の
子
ど
も
を
持
つ

保
護
者
、
先
着
10
人

前
橋
テ
ル
サ

☎
０
２
７
‐
２
３
１
‐
３
９
４
３

　

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
＆
カ
ル
チ
ャ
ー
ス

ク
ー
ル
「
体
験
し
よ
う
！
マ
ッ
ト
ピ

ラ
テ
ィ
ス
」
を
開
催
し
ま
す
。

期
日
＝
３
月
14
日
㈬

同
館
へ

募
　
集

講
座
・
教
室
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徴
収
分
）、
固
定
資
産
税
・
都
市
計

画
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保

険
税
（
普
通
徴
収
分
）

収
納
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
５
８
４
９

●
国
際
教
育
推
進
委
員
会
の
傍
聴

日
時
＝
２
月
23
日
㈮
午
後
３
時

会
場
＝
市
役
所
３
階
33
会
議
室

対
象
＝
一
般
、
先
着
５
人

当
日
午
後
２
時
30
分
～
50
分
に
会

場
へ
直
接

青
少
年
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
５
８
７
４

●
お
も
ち
ゃ
の
病
院

　

壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
無
料
で
修
理

し
ま
す
。

日
時
＝
❶
２
月
24
日
㈯
❷
25
日
㈰
、

午
前
10
時
～
正
午

２
月
の
納
税

●
国
民
健
康
保
険
税
第
８
期
＝
２
月

28
日
㈬
ま
で

長
期
利
用
の
な
い
口
座
は
廃
止
に

　

10
年
間
課
税
が
な
く
口
座
振
替
の

実
績
が
な
い
税
目
の
登
録
情
報
を
廃

止
し
ま
す
。
今
後
、
廃
止
し
た
税
目

に
課
税
が
生
じ
た
場
合
は
、
口
座
振

替
で
な
く
納
付
書
で
納
付
を
お
願
い

し
ま
す
。

対
象
＝
平
成
21
年
３
月
31
日
以
前
に

口
座
振
替
の
申
し
込
み
を
し
た
税
目

の
う
ち
、
平
成
20
年
度
か
ら
平
成
29

年
度
ま
で
課
税
が
な
く
、
口
座
振
替

実
績
の
な
い
個
人
市
県
民
税
（
普
通

会
場
＝
❶
は
粕
川
児
童
館
❷
は
第
二

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
前
橋
保

健
セ
ン
タ
ー
内
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
‐
２
３
２
‐
３
８
４
８

●
水
と
緑
の
ま
ち
を
つ
く
る
審
議
会

の
傍
聴

日
時
＝
２
月
27
日
㈫
午
後
２
時
～
３
時

会
場
＝
市
立
図
書
館
地
下
講
堂

対
象
＝
一
般
、
先
着
５
人

当
日
午
後
１
時
30
分
～
45
分
に
会

場
へ
直
接

公
園
緑
地
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
８
４
２

●
介
護
予
防
活
動
ポ
イ
ン
ト
制
度
研

修
会

日
時
＝
３
月
12
日
㈪
午
後
１
時
30
分

会
場
＝
総
合
福
祉
会
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
‐
２
３
２
‐
３
８
４
８
へ

●
休
日
当
番
動
物
病
院
案
内

録
音
案
内

☎
０
２
７
‐
２
５
３
‐
８
４
６
６

自
分
に
合
っ
た
方
法
で
禁
煙

　
禁
煙
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
を
開
催
。
呼

気
一
酸
化
炭
素
と
尿
中
ニ
コ
チ
ン
代

謝
物
の
濃
度
測
定
や
、
保
健
師
と
の

面
接
を
行
い
、
初
回
面
接
か
ら
３
カ

月
間
支
援
し
ま
す
。

日
時
＝
３
月
14
日
㈬
・
15
日
㈭
、
午

前
９
時
～
午
後
４
時

会
場
＝
前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

３
月
７
日
㈬
ま
で
に
健
康
増
進
課

☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
５
７
８
４
へ

家
族
が
理
解
し
対
応
考
え
る

　

ひ
き
こ
も
り
の
若
者
の
家
族
の
教

室
を
開
催
。
ひ
き
こ
も
り
の
状
態
を

家
族
が
理
解
し
、
本
人
へ
の
家
族
の

対
応
を
考
え
ま
す
。

日
時
＝
３
月
８
日
㈭
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

会
場
＝
前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
市
内
在
住
で
、
お
お
む
ね
18

歳
～
40
歳
の
ひ
き
こ
も
り
の
人
の
家

族
、
先
着
20
人

３
月
７
日
㈬
ま
で
に
保
健
予
防
課

☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
５
７
８
７
へ

遺
族
の
悩
み
を
分
か
ち
合
い
ま
す

　

家
族
な
ど
を
自
死
で
亡
く
し
た
人

を
対
象
に
、自
死
遺
族
相
談
を
開
催
。

相
談
は
予
約
制
で
す
。

日
時
＝
毎
月
第
１
木
曜
、
午
後
１
時

30
分

会
場
＝
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー

（
野
中
町
）

同
館

☎
０
２
７
‐
２
６
３
‐
１
１
５
６
へ

　前橋学市民学芸員養成講座を開
催。修了後は、歴史ガイドや資料
調査などの活動を行います。詳し
くは問い合わせるか、本市ホーム
ページをご覧ください。
日時＝４月19日～８月30日の木
曜15回、午後７時～８時30分
会場＝総合福祉会館
対象＝市内在住・在勤（ボランティ
ア含む ）の人、先着30人

２月26日㈪～３月９日㈮に文化 
国際課 ☎ 027-898-6992へ

前橋を知り前橋学を伝える
担い手になりませんか

税

そ
の
他
の
情
報

健
　
康
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※2月25日、3月11日の婦人科は正午まで。午後1時～6時は産婦人科舘出張佐藤病院（高崎市若松町☎027-322-2243）で診療。

夜
間
・
救
急

夜間急病診療所　☎027-243-5111
朝日町四丁目９-５　内科と小児科　午後８時～午前０時
※日曜・祝日の午前9時～正午も診察。
救急病院案内（24時間体制）　☎027-221-0099
※メモの用意をしてから連絡してください。
小児救急電話相談　☎ #8000　月～土曜＝午後６時～翌
午前８時、日曜・祝日＝午前８時～翌午前８時

歯 

科

歯科医師会休日診療所　☎027-237-3685
岩神町二丁目19-9
日曜・祝日、午前10時～正午・午後１時～３時

薬 

局

市薬剤師会会営薬局　☎027-223-8400
紅雲町一丁目2-15
日曜・祝日、午前９時～午後５時

接 骨 院 ・ 整 骨 院 の 休 日 当 番
 2月18日㈰ 滝沢接骨院（箱田町）☎027-253-6870 羽鳥接骨院（下細井町）☎027-234-2312

 2月25日㈰ こいで接骨院（下小出町）☎027-226-5547 いしい接骨院（三河町二丁目）☎027-243-5512

 3月  4日㈰ 斉藤接骨院（田口町）☎027-234-9580 ひらい接骨院（上新田町）☎027-226-0022

 3月11日㈰ 岡本接骨院（天川大島町三丁目）☎027-224-7873 木暮接骨院（上小出町二丁目）☎027-232-1540

 3月18日㈰ 須藤接骨院（下大島町）☎027-266-9478 さかにし鍼灸接骨院（下沖町）☎027-233-1881

診療時間は午前9時～午後6時。費用は休日の初診料金。
目的は、急な病気やけがなどの診療治療で、処方日数は1日～数日です。

内　科 外　科 婦人科 耳鼻科 眼科

２
月
18
日
㈰

栗林小児科
医院 

（児） 
平和町二丁目 
☎027-231-7114

豊田内科医院
 

（内） 
上小出町一丁目 
☎027-234-1223

富士たちばな 
クリニック 

（内） 
日輪寺町 

☎027-230-1155

とくなが 
クリニック 
（泌内） 
上泉町 

☎027-289-0085

こぶな
整形外科医院 

（整） 
後閑町 

☎027-261-7600

田中
外科内科医院 

（外） 
下小出町三丁目 
☎027-231-0555

小沢医院 

（産婦） 
樋越町 

☎027-283-2009

赤沢耳鼻 
咽喉科医院 
（耳鼻） 

城東町五丁目 
☎027-232-7691

高橋眼科医院 

（眼） 
元総社町 

☎027-252-8078

２
月
25
日
㈰

中嶋
小児科医院 

（児） 
江木町 

☎027-261-9299

池医院 

（内児） 
下大島町 

☎027-266-8881

北條内科 
クリニック 

（内） 
嶺町 

☎027-269-5503

富沢内科医院
 

（内） 
石倉町二丁目 
☎027-251-4779

平井外科医院
 

（外） 
大友町二丁目 
☎027-251-5803

増田整形外科
医院 

（整） 
高花台一丁目 
☎027-269-6222

松
※

原医院 

（婦） 
高崎市新保町 
☎027-353-4103

耳鼻咽喉科 
角田医院 
（耳鼻） 

高崎市若松町 
☎027-325-8844

沼賀眼科医院 

（眼） 
高崎市相生町 
☎027-327-1270

3
月
4
日
㈰

しのはら 
小児科 
（児） 

上大島町 
☎027-287-1515

紀内科医院 
（内） 

住吉町一丁目 
☎027-235-5080

大野内科 
クリニック 

（内） 
樋越町 

☎027-284-9011

斎藤医院
（朝日町） 
（内児） 

朝日町四丁目 
☎027-224-7134

鳥羽整形外科 
クリニック 
（整外） 

紅雲町二丁目 
☎027-223-7700

前橋脳外科 
クリニック 
（脳外） 
東片貝町 

☎027-221-8145

いとうレディース 
クリニック 
（産婦） 
朝倉町 

☎027-290-3531

竹越耳鼻 
咽喉科医院 
（耳鼻） 

住吉町一丁目 
☎027-231-3658

新前橋かしま眼科 
形成外科クリニック 

（眼） 
古市町 

☎027-288-0224

3
月
11
日
㈰

大学橋ファミリー 
クリニック 
（児） 

関根町二丁目 
☎027-212-6627

おおつか内科 
クリニック 

（内） 
大友町三丁目 
☎027-252-6006

永島内科医院 

（内） 
三俣町二丁目 
☎027-232-6435

町田内科 
クリニック 

（内） 
茂木町 

☎027-280-2800

堺堀整形外科 
医院 

（整） 
富士見町時沢 
☎027-260-5125

剛医院 

（外整） 
広瀬町三丁目 
☎027-266-3566

セ
※

キールレディース 
クリニック 
（婦） 

高崎市栄町 
☎027-330-2200

耳鼻咽喉科 
長谷川医院 
（耳鼻） 

高崎市片岡町二丁目 
☎027-323-4196

丸山眼科医院 

（眼） 
高崎市片岡町二丁目 
☎027-322-7178

3
月
18
日
㈰

高橋医院 

（児外） 
東善町 

☎027-266-0203

宮石内科医院  

（内） 
上細井町 

☎027-234-1876

大塚内科医院 

（内児） 
三俣町一丁目 
☎027-231-2399

うぶかた循環器 
クリニック 
（内） 

城東町二丁目 
☎027-231-2511

ささき 
整形外科 
（整） 

富士見町小暮 
☎027-288-2006

中沢 
クリニック 
（外泌） 

若宮町四丁目 
☎027-230-1220

いまいウイメンズ 
クリニック 
（産婦） 
東片貝町 

☎027-221-1000

耳鼻咽喉科 
川島クリニック 

（耳鼻） 
西片貝町一丁目 
☎027-260-1187

結城眼科医院 

（眼） 
西片貝町三丁目 
☎027-226-7575
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広告内容に関する質問などについては、広告スポンサーに直接問い合わせてください。広 告
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